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Ⅰ．法人の概要 
（令和 7年 3月 31日現在） 

法人の名称 公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設立年月日 
平成 14年 4月 1日 

平成 24年 4月 1日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374番地の 1 
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役 員 等 

評議員（五十音順） 

伊藤 康裕 （川上村住民課長） 

浦西 勉  （元龍谷大学教授） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会教育次長） 

塩谷 章次 （川上村議会総務文教委員長） 

杉本 吉美 （和歌山県地域振興部地域政策局地域振興課長） 

谷本 光司 （一般社団法人 近畿建設協会理事長） 

堤  健  （橋本市上下水道部長） 

栃岡 清人 （大阪工業大学 学長室事務局長） 

野田 純一 （奈良県環境森林部長） 

松本 博行 （川上村議会議長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

泉谷 隆夫  代表理事・理事長（川上村長） 

森内 太   代表理事・副理事長（川上村副村長） 

今福 和男  業務執行理事（川上村水源地課長） 

市川 圭造 （元和歌山市立教育研究所長） 

上田 力也 （元橋本市総合政策部長） 

南地 哲也 （奈良県環境森林部 水・大気環境課長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （明治大学文学部兼任講師 橿原考古学研究所特別研究員） 

前  浩輔 （川上村立かわかみ源流学園校長） 

松谷 圭子 （吉野町おはなしらんどカンブリア代表） 

宮口 侗廸 （早稲田大学名誉教授） 

横田 岳人 （龍谷大学 先端理工学部 環境科学課程准教授） 

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

主 な 会 議 

臨時理事会  ４月２６日（役員関係者との利益相反取引について） 

事業・会計監査５月２２日  

定例理事会  ６月 ６日（前年度事業報告及び決算の件ほか） 

定時評議員会 ６月２７日（評議員選任の件、理事選任の件、監事の専

任の件、前年度事業報告及び決算書類等の

承認） 

臨時理事会  ６月２７日（代表理事、業務執行理事選定の件） 

臨時理事会 １０月１６日（評議員会招集の件） 

臨時評議員会１０月３０日（理事選任の件） 

臨時理事会 １０月３０日（代表理事選定の件） 

定例理事会  ３月２１日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか） 
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Ⅱ．事業の状況 

事業実施リスト 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等のプ

ログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提供する。そし

て流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環境に対する意識の

向上ならびに環境保全に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 6・10・3月 3回 48名 「水源地の森」での体験学習を実施。 

団体（企業含む）研修等での利用 随時 23件 669名 
「水源地の森」散策や森づくり体験等

を実施。 

環境教育支援（学校対応） 随時 82件 4,720名 
小学校から大学の見学案内及び出張

源流教室（オンラインを含む）を実施。 

森と水の源流館 
ESD授業づくりセミナー 

7・9・11・2月 5 回 69 名 

近畿ESDコンソーシアムとの連携事業

で教員のための授業計画づくり。実践

報告会（2/8）を実施。 

源流学の森づくり 10・11月 3 回 47 名 

森林の維持管理作業の見学・体験を

通じ計画的な森林育成が保全に役立

つことを伝えた。 

源流人会の運営 通年 － 

個人 54 

家族 17 

団体 06  

会員募集、管理。定期情報の発信。 

調査報告会の開催（2/1 40名参加） 

注）「通年」事業で実施日や受入れ日などを定めることなく適宜対応しているものについては、回数や参加者数等を

「-」と記載 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源地域

の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イベントや講座

を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげることで、これらの地

域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

源流のつどい 

（川上村「未来への風景づくり」） 
5月 １回 10名 

旧白屋地区の草刈り・外来種の駆除

を行い、水源地域の環境保全にかか

わる人材の交流を行った。 

夏休みワークショップ 8月 1回 300名 

村民のほか、施設・団体・個人による

工作体験・観察会の実施や特産品販

売の出店による交流催事を行った。 

水源地の森守募金 通年 - 228,319円 
令和 6 年度以降に設置予定の、防鹿

柵の資材を購入した。 

流域等各地へのＰＲキャラバン 随時 5回 － 

橿原市昆虫館「虫まつり」、西日本産

直協議会、剣道交流大会、和歌山市

「和歌浦しらすまつり」など。 

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3月 3回 - 

財団の動きや連携するキーパーソン紹

介、各事業報告・調査レポートなどを掲

載した機関紙を発行。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体的に維

持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 309日 
利用者 

11,171名 

日常の維持・管理、運営、定期点

検、清掃、補修。 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 54回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修。 

（入山者 451名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 15回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理施

設の見回り・点検、補修。 

 

  

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域を

はじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うことを通じ

て、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数 
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 5月 2回 8名 
参加者公募型の調査。人文系の調査

と自然系の調査を行った。 

村民と連携した自然調査 通年 － － 

村民主催の川上村自然観察研究会

に協力し、自然観察会の講師、生物

種の記録を行った。 

村民と連携した人文調査 通年 － － 
昔の暮らしについてのヒアリング調

査。秋祭りの一部再現などを行った。 

流域連携によるフィールド調査 通年 － － 
流域の他団体と源流部および吉野川

紀の川流域の自然実態調査、比較。 

水源地の森自然調査 

（ナラ枯れ被害調査） 
6・7月 2回 4名 

被害木の枯損状況、加害昆虫の系統

を調査。 

水源地の森下層植生調査 6・7月 2回 4名 
ニホンジカによる食害を防ぐ防鹿柵を

設置し、下層植生の回復状況を調査。 

源流部における斜面崩壊地での

対策実態調査 
4～10月 6回 17名 

ミズナラの集団枯死に伴う樹林環境

の変化についてモニタリングを実施。 

他機関との合同調査 通年 － － 

・水源地の森に生息する希少魚類の

生息状況の調査（摂南大学） 

・奈良県レッドデータブック改訂に向

けた検討作業（奈良県） 

・市史編纂に係る昆虫類調査（五條市） 
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収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに自然

環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲CDなど）、地域の自然・歴史・文化・伝承を紹

介した商品（書籍・地図など）、村内で生産された商品（「かわかみの水」・木工品など）、自然観

察用品（野帳・ルーペなど）を販売している。夏休み・企画展などに合わせて、自然観察用品・

書籍など関連商品の品揃えを行い、販売促進を図った。 

収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を受託

し、実施する。 

受託事業名 委託者 契約期間 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 9/12～12/31 3haの二次林管理作業。 

和歌山市民の森源流体験学習業務委託 和歌山市 9/12～12/31 
10/13・19 に和歌山市の公募
による参加者に「水源地の森」
散策等の学習会を開催。 

啓発用間伐材割箸セット製作・配布 
森林環境保全 

促進和歌山 

市議会議員連盟 

12月～3月 

間伐材利用の割箸に教材と
なる啓発パッケージを添えて
和歌山市内小学校 4年生に

配布。 

水のつながりプロジェクト業務 川上村 5/7～2/28 
田植え・稲刈り体験や源流
散策など村と平野部との相

互交流事業を支援。 

令和 6 年度川上村公共塾ふるさと力編業務委託  川上村 5/1～3/20 
水源地の村において地域を
教材化した総合的な学習を

コーディネート。 

第 5次川上村総合計画推進等支援業務 川上村 5/7～3/18 
総合計画に位置付くコミュニ

ティプラン、観光プラン等の
推進を支援。 

第 5 次川上村総合計画後期基本計画進捗管理支援等業務 川上村 5/7～3/18 
総合計画進捗状況を把握、進

捗管理報告書の作成を 
支援。 

第 6次川上村総合計画策定等支援業務 川上村 5/7～3/18 
第 6 次川上村総合計画策定
指針の作成を支援。 

令和 6 年度「ダム後の 10 年その先へ」推進支援業務 川上村 5/7～3/18 
前年度の大滝ダム 10周年以

降のモデル事業スタディの
推進支援、会議等支援。 

神之谷地内混交林誘導整備事業管理業務委託  川上村 12/20～3/17 
混交林誘導整備事業で植栽

した苗木の生育状況の確認
と評価を支援。 

原木から子実体への放射性物質の移行に関する検証事業 
(株)都市環境 

研究所 
10/10～3/21 

検討委員会の運営、事業報
告書の作成等を支援。 

森林環境学習支援業務 
顔の見える松阪の 

家づくり推進協議会 
5/15～1/31 

小学校教室等の木質化、森
林環境学習を支援。 

顔の見える松阪の家づくり推進協議会支援業務  
顔の見える松阪の 

家づくり推進協議会 
5/15～3/18 

顔の見える松阪の家づくり 

推進協議会による取り組み 
を支援 

奈良県版レッドデータブック改訂事業に係る分科会活動  
環境科学 

大阪（株） 
7/11～3/29 

奈良県版レッドデータブック 
改訂事業分科会への出席 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 
一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文化に 

ふれる体験型ツアーを含めた研修の受け入れを行った。 

 

 

6月・10月・3月に開催、48名が参加。 

 

 

 

 

 

【団体・企業の研修等での利用】 

 

 

 

 
 
 
 

国家公務員研修（6/20）                 吉野川・紀の川流域協議会（3/22） 

 

【環境教育支援（学校対応）】 

 

 

 

 

 
奈良県立高田高等学校 2年生（8/27）             田原本町立北小学校 4年生（9/10） 

 

 

  

【一般公募型 水源地の森ツアー】 
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【森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟 

 出前講座】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

和歌山市立有功東小学校（10/29）           ESD授業づくりセミナー実践報告会 

（2/8降雪のためオンライン開催） 

 

【源流学の森づくり】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

源流学の森づくり（11/24）            関西電力労働組合森林ボランティア（10/26） 

 

【源流人会の活動】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成。山村で培われた知恵、技を「源流学」として共有。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

琵琶の滝ツアー（4/27）                      調査報告会（2/1） 

 

 

 

  

村内のグループが実施したツアーにモニターとし

て参加。ツアー内容について助言を行った。 

【森と水の源流館 ESD授業づくりセミナー 

（近畿 ESD コンソーシアム）】 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 
他の地域へ出ての交流や、川上村の行事に出展するなど、可能な機会と手段で発信を行った。 

 

【源流のつどい】 

旧白屋地区での草刈りボランティアと同時に外来植物についての学習と駆除を実施。 

 

 

 

 

 

未来への風景づくり草刈りボランティア（5/25）     外来種（ニワウルシ）の駆除（伐採） 

 

【夏休みワークショップ】 

村内外の施設・団体・個人に呼びかけ、「夏休み宿題おうえんワークショップ大集合」を開催。 

工作体験・物販、観察などの出展をいただいた。(8/11) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

  

  タッチプール（和歌山県立自然博物館） 

 会場風景 

 工作体験 

物販 
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【流域連携・交流、啓発・PR】 

関係人口の創出を目的に、川上村に流域の多くの主体に関心、関わりを持ってもらえるよう、他団体

が主催するイベントに出展し、水源地の村づくりを発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【機関誌『ぽたり』No.60・61・62号発行】 

夏・秋・春の定期発刊。源流人会会員、村内観光施設、村内図書館、国会図書館ほかへ配布。 

調査結果など事業活動報告を行うとともに、源流人会員や川上村民の活動紹介、流域の人の目

線での川上村に対するおもいのインタビュー記事をとおして、川上村・源流地域・水源地の村づく

りなどの価値や役割を発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「虫まつり」（6/2 橿原市昆虫館） 「和歌浦しらすまつり」（11/3 和歌山市） 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 
源流地域の自然や歴史の調査・研究を継続するとともに、環境の実態把握と周知をねらいとして、流

域をはじめ都市部の人々に協力を呼び掛けた参加型の調査も実施した。 

 

【吉野川紀の川しらべ隊】 

「川上村のうつり変わりをしらべよう」  

調査内容 

収集した写真や資料についてのヒアリング 

実施期間、時期 

令和 6年 5月 11日 

概要 

参加者を公募し２名が参加。 

昨年に引き続き、川上村民俗調査において村民から

お借りした写真・資料の整理、参加者が持参した資料

の分析作業を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「川上村の生きものをしらべよう」  

調査内容 

川上村西河（蜻蛉の滝）の生物調査 

実施期間、時期 

令和 6年 5月 19日 

概要 

参加者を公募し 6名が参加。 

生きものを調べることにより、川上村の生物多様性を

伝える観察会を実施。他の参加型観察会の結果と比

較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【村民と連携した調査】 

宮の平遊歩道の生きもの調査  

調査内容 

大滝ダム周辺の利用活性を目的として、宮の平遊歩

道で観察された生きものをまとめた観察マップを作成 

実施期間、時期 

令和 6年 4月～令和 7年 3月 

概要 

大滝ダムに設けられている「宮の平遊歩道」の森と水

の源流館からホテル杉の湯の区間において、約 20 

年間にわたり継続調査している生きものの観察記録を

まとめ、その結果をもとにした観察マップを作成した。 
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川上村の生活・風習など民俗学的変貌調査  

調査内容 

収集した写真をもとにした聞き取り調査など 

実施期間、時期 

令和 6年 4月～令和 7年 3月 

概要 

川上村民俗調査において村民からお借りした写真を

もとに聞き取り調査を実施したほか、川上村林業資

料館所蔵の民具（現在、源流分校に収蔵）の確認、

井光地区で秋祭りの一部再現（千本搗き）を行った。 

なお、井光地区の調査は、京都大学（地域林業聞取

実習）との共同調査として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

井光地区での調査（10/10） 

 

【流域連携によるフィールド調査】 

吉野川紀の川流域の生きもの調査  

調査内容 

吉野川・紀の川流域及び大和川源流域の昆虫相比較 

実施期間、時期 

令和 6年 4月～令和 7年 3月 

概要 

川上村内及び、「山野草の里」（奈良県桜井市）での

観察会、和歌山県立自然博物館との紀の川流域合

同調査等で確認した昆虫類から、その地域の特徴を

つかむ調査を実施した。調査結果は奈良県版レッド

データブック改訂委員会へフィードバックし、吉野川・

紀の川の水が育む生物多様性を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山県初採集となるホンサナエの成虫 

 

【水源地の森自然環境調査】 

水源地の森下層植生調査・ナラ枯れ被害状況調査  

調査内容 

「吉野川源流-水源地の森」内の下層植生を調査 

実施期間、時期 

令和 6年 6月～７月 

概要 

平成 18年度より継続しているモニタリング調査。 

「水源地の森」内に設置した防鹿柵内外における 

下層植生を比較し、ニホンジカの食害による影響と、 

防鹿柵内の植生の回復状況について調査した。 

防鹿柵内の植生が安定しているため、本年度からは

年 1回の植生調査に変更している。 
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【斜面崩壊地の対策実態調査】 

川上村内の自然環境調査  

調査内容 

防鹿柵設置による樹林更新調査 

実施期間、時期 

令和 6年 4月～令和 7年 2月 

概要 

「水源地の森」で発生したナラ枯れ蔓延によるミズナ

ラの集団枯死後の早期樹林更新（概ね 5年を目標）

状況観察のため、水源地の森下層植生調査で得ら

れた植生の回復傾向の結果を参考に、「水源地の

森」の保全目的に則った移動式立体構造型防鹿柵

を設置した。 

事業費には「水源地の森守募金」を活用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【他機関との合同調査】 

水源地の森魚類調査  

調査内容 

カジカ大卵型生息状況調査 

実施期間、時期 

令和６年 5月～令和７年 3月 

概要 

川上村漁業協同組合、和歌山県立自然博物館の協

力のもと、摂南大学と合同で希少魚類カジカ大卵型

の生息状況調査を実施した。 

生息状況ならびに個体群保護の情報は、摂南大学

の卒業論文として取りまとめられ、調査の成果品とし

て寄贈を受けた。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 
 

【「森と水の源流館」の管理】 

指定管理協定にもとづく年間の施設の維持管理・運営管理。 

 

【企画展示 「歴史の証人～手を入れつづける森～」（10/31～2/2）】 

世界最古級の人工林「歴史の証人」をテーマとし

た企画展示を実施した。何世代にもわたり手を入

れつづけてきた森の「空間」・紡いできた「時間」・

その「価値」を体感できるよう工夫し、吉野林業発

祥の地が育んできた人工林を使い続けることの

大切さを、展示を通じて発信した。 

「歴史の証人」の空間を「源流の森シアター」に

再現し、かわかみ源流学園への活用に向け伐採

した「歴史の証人」の伐採時の映像を上映。林業

で栄えた昔の山村の暮らしの再現や、かわかみ源流学園建設に使用した木材に触れ、質感・香り

を体感するコーナーを設けた。 

 

【ミニ展示・トピックス展示】  

７回実施。職員による展示のほか、「紀の川水

系における自然環境調査等に係る相互協力」を

締結した和歌山県立自然博物館の協力による 

ミニ展示（海洋生物・爬虫類・魚類）を行った。 

トピックス展示では、かわかみ源流学園児童が

発見した希少菌類を展示した。 

 

 

 ミニ展示・トピックス展示 期間 

１ 「川上村の村花「ヤマブキ」と森と水の源流館シンボルツリー「ブナ」」 4/11～5/31 

２ 「川上村の渓流沿いのコケ植物」 6/6～7/30 

３ 「虫だらけ」 8/1～9/30 

４ 和歌山県立自然博物館 シリーズ展示① 「チリメンモンスター」 10/18～１/７ 

５ 和歌山県立自然博物館 シリーズ展示② 「紀伊半島のヘビたち」 1/17～2/11 

６ 和歌山県立自然博物館 シリーズ展示③ 「バタコとゴリ」 2/17～3/31 

７ トピックス展示「小学生が見つけた幻の珍菌 アカイカタケ」 1/17～3/31 
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【階段ギャラリー展示ほか】  

「交流広場」にて村民の源流人会会員が中心に活動している「川上村自然観察研究会」の活動

報告を展示した。 

「階段ギャラリー」を活用し、時事に合わせた展示を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 階段ギャラリー展示 期間 

１ 水彩で描く川の表情～須田泰一朗水彩画展  4/1～5/6 

２ 「カメムシのヒ・ミ・ツ」 6/12～7/30 

３ 「昆虫の豆知識カード」 8/2～10/1 

４ 「巳年のみになる話」 1/4～3/28 

 

【森と水の源流館元館長 辻谷達雄さんお別れの会】 

8 月 8 日に逝去された辻谷さんのお別れの会を

源流の森シアター他を使って実施。辻谷さんの功

績とともに、自然への畏敬の念を大切にしてきたメ

ッセージをあらためて来館者とともに共有した。 

ふりかえり映像や愛用の道具なども展示。116 人が

参列した。 

 

 

 

 

【森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟 森と水の源流館入館料補助事業】 

和歌山市から水源地を訪れる機会をより多く創出することを目的として、夏休み期間中、和歌山

市内の小・中学校に在学の子どもと、同伴の家族、グループの入館を無料にするキャンペーンを

同議員連盟が主催。市広報やミニコミ誌で告知したところ、期間中に 18 人の小・中学生、16 人の

一般での来館があり、入館料は同議員連盟によって負担された。 

 

 

  

川上村自然観察研究会の活動報告展示 階段ギャラリー展示（「カメムシのヒ・ミ・ツ」） 
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「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理 

「水源地の森」及び休憩小屋・管理棟の定期的な見回り・点検・清掃・修繕を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

木橋の修理                         散策道の修繕 
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収益事業（受託事業） 

 

【和歌山市民の森管理業務・源流体験学習業務】（和歌山市） 

川上村と「水源地保護に関する協定」を結ぶ和歌山市から、川上村の伐採後の天然林の二次林

3haの管理を受託。年 2回、和歌山市民による源流体験会を開催している。 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

和歌山市民の森管理業務完了確認         源流体験学習会（10/19・26） 

 

【啓発用間伐材割箸セット製作】（森林環境保全促進和歌山市議会議員連盟） 

間伐材を利用した割箸（５膳）を教材となる啓発メッセージ入パッケージにして、和歌山市内の市立

及び国立学校法人の小学校 53校の 4年生に配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水のつながりプロジェクト業務】（川上村） 

大和平野土地改良区と川上村が共催する吉野川分水受益地と水源地域の交流事業。橿原市立

鴨公小学校と川上村立かわかみ源流学園がそれぞれの地域で体験を行い、吉野川分水によるつ

ながりの共感につなげた。 

   

 

 

 

 

 

 

稲刈り体験（10/17）（橿原市内）                    源流体験（9/20） 
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【令和 6年度川上村公共塾ふるさと力編業務委託】（川上村） 

「かわかみ源流学園」において、児童・生徒たちが、ふるさとを愛する心を持ち、水源地の村づくり

を理解し、郷土に誇りと自信を持った次代を担うに相応しい人材を育むことをめざし、全学年での

「総合的な学習の時間」のサポートを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリエンテーション（説明会）（12/12）             川上さぷり・製材現場を見学（12/10） 

 

【第 5次川上村総合計画推進等支援業務】（川上村） 

「都市にはない豊かな暮らし」の実感につながるよう、第 5次川上村総合計画の推進にあた

り、地域資源の掘り起こや記録、活用の方の検討、及び柿の葉寿司の文化継承、販売促進等

を目的とした担い手育成講座の実施などの支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿の葉寿司づくり担い手育成講座（6～7月）        地域資源活用の検討・下多古（6～7月） 

 

【令和 6年度「ダム後の 10年その先へ」推進支援業務】（川上村） 

昨年の大滝ダム 10周年記念事業が一過的に終わらないよう、「ダム後の村づくり」を川上村が持続

的に進められるよう、モデルとなる取組み（「おおたき龍神湖の湖面利用促進」や「未来への風景づ

くりの発展」など）を民間企業・団体や大学、住民等と連携して実施する支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来への風景づくり活動支援（9/28）     民間企業力の活用（パーク PFI事例視察） 
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【神之谷地内混交林誘導整備事業管理業務委託】（川上村） 

川上村が進めている神之谷地内混交林誘導整備

事業管理業務の委託を受け、神之谷地内の人工

林区画において、混交林誘導に係る伐採跡地に

植栽した稚樹と実生について、生育並びに定着

状況のモニタリング調査を行い、今後の管理手

法について考察を行った。 

 

 

 

 

【森林環境学習支援業務】（顔の見える松阪の家づくり推進協議会） 

櫛田川流域に位置する三重県松阪市においては、森林を守り林業・木材関連産業を活性化する

ことを目的として「顔の見える松阪の家づくり推進協議会」が設置されている。この協議会が松阪市

とともに取り組む、市内小学校を対象とした森林環境学習の取り組みの支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

森林環境学習のようす（10/１）              壁面の一部を木質化した小学校 

 

【顔の見える松阪の家づくり推進協議会支援業務】（顔の見える松阪の家づくり推進協議会） 

「顔の見える松阪の家づくり推進協議会」による、地域材利用促進に向けた、内装材等木質化支

援制度の構築及び、制度の運用・啓発にあたり支援を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

木質化補助金を活用した住宅（お施主と）      木質化補助金を活用した住宅（内観） 

 

モニタリング調査（2/13） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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